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新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの同時期流行に備えた 

発熱外来診療体制のさらなる強化について 

 

 平素は、本会事業の推進に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

標記通知が日本医師会より発出されましたのでお知らせいたします。概要は下記の通

りであります。 

貴会におかれましてはご了知の上、会員医療機関へのご周知をお願い申し上げます。 

 

記 

  

●日本医師会通知より抜粋 

 日本医師会会長として、令和4年10月11日に加藤勝信厚生労働大臣と直接面談を行う

とともに、同13 日には岸田文雄総理大臣による「新型コロナ・インフル同時流行対策

タスクフォース」に出席し、これまでの各都道府県医師会・郡市区医師会ならびに各医

療機関のご尽力について改めてお伝えした上で、今後の季節性インフルエンザとの同時

期流行が起きた時、重要となるのは診療・検査医療機関となることもお伝えし、岸田総

理大臣及び加藤大臣から協力依頼を頂きました。 

 目下の新型コロナウイルス感染症の新規感染者数は減少してきていますが、今後の感

染再拡大、また季節性インフルエンザとの同時期流行の懸念もあることから、貴会にお

かれましては、引き続き感染防止対策の継続及び診療・検査医療機関の拡充について改

めてお願い申し上げます。 

 具体的には、診療・検査医療機関を増やし、公表率を100％に近づけることの他、次

のようなご対応により、発熱外来診療体制の強化策を講じてくださいますよう、改めて

お願い申し上げます。 

 

・現在、新型コロナウイルス感染症患者に対応されていないが、従前は季節性インフル

エンザ患者を診療されてきた医療機関への発熱外来診療体制参加の依頼 

・診療時間外（準夜帯、土曜日午後等）や休日、連休・年末年始での診療体制の強化 

（交代制含む） 

・陽性と判定した自宅療養患者への診療 

・かかりつけの患者さん以外への対応 

 

 



 

・地域医師会等による地域・外来検査センター、拠点的な病院その他地域医師会と行政

とで取り決めた医療機関の発熱外来への交代制による医師会員の出務体制 

 

 会員の先生の診療所や病院によっては、構造上等の理由により時間的・空間的分離が

困難、あるいは、がんや人工透析等の重症化リスクを抱える患者さんを感染から守るた

め、診療・検査医療機関の指定を受けられない場合もあり得ます。地域のかかりつけ医

機能の観点から、そうした先生方にも発熱外来診療体制へのご参画をお願いいたしま

す。 

 添付資料として「新型コロナ・インフル同時流行対策タスクフォース」の資料をお付

けしております（日本医師会通知ご参照）。 

 この中では、「今冬の感染拡大の想定等」として「新型コロナの患者が1日45万人、

インフルの患者が1日30万人規模で同時に流行し、ピーク時には1日75 万人の患者が生

じる可能性」が想定されております。 

 この想定に対する「１．同時流行に備えた対策」のうち、発熱外来に関連するものと

して、（１）新型コロナ・インフルの同時流行下における外来受診・療養の流れ、

（２）発熱外来の強化と治療薬の円滑な供給、（３）インフル等の体調不良等により受

診を希望する患者の電話診療・オンライン診療体制の強化、（４）健康フォローアップ

センターの拡充と自己検査キットの確保、（５）発熱患者等の相談体制の強化と周知徹

底などについて記載がなされております。 

 

 以上、貴会におかれましては、貴都道府県等行政とのより緊密な連携の下、貴会管下

郡市区医師会とご協議の上、各地域の実情に応じた発熱外来診療体制のさらなる強化に

一層のご尽力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

  【参考・日本医師会通知掲載ホームページ／メンバーズルーム】 

   https://www.med.or.jp/login.html 

   https://www.med.or.jp/doctor/kansen/novel_corona/009135.html 
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